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超軽量動力機のための木製双フロートの設計と製作 (第 2 報) 
Second Report:  A Design and Built of Wooden Floats for Micro-Light-Airplane 
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The wooden floats for the micro-light-airplane were designed after Cresswell Walker and built by hand. MAXAIR 
DRIFTER installing these floats succeeded in a series of the water taxing test. It was necessary to secure the safety of 
the flight test, (a) the load factor of taking off from the water / landing on the water, (b) the load above the water surface in 
the various condition, (c) the local pressure of the hull / the body surface of the float, and (d) the pressure distribution of 
the hull of the float were calculated following to Air Worthiness Regulation division second. As the result, the calculation 
models simulated the structural strength of the wooden floats were introduced, and there were clarified that the material 
strength of the wooden floats exceeded the results in stress. Furthermore, the calculating procedures of the weight center 
and the fore-and-aft inertia radius of the airplane equipped with the floats were mentioned. 
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1.  ま え が き 
飛行機は，耐空証明を受けなければ航空の用に供すること
が出来ないと航空法第 10 条第 4 項により規定されているが，
地上の人および他の航空機に対する危険や環境問題などを
惹起せず，搭乗者の安全を確保しうるものについては，同法




















2.  解析方針および条件 
耐空証明を得るためには耐空性審査要領にしたがって機
体全体の構造計算を行う必要があるが，本件のごとく航空法













25.537（Water Loads），FAR 25.751～25.755（Float and 
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Hulls）に準拠しているが，解析計算式で用いられる単位系は






3.  解析結果 




















（rad） （図 1 参照） 
W：設計水上着水重量（kgf） 
 
図 1 フロートの底こう配角度（フレアのない底部の場合） 
 
表 1 中部衝撃を生じる着水の場合の荷重倍数 
C1 0.012 - 経験上の値 







W 392 kgf 設計着水重量*3 
nw1 3.460 - 計算結果 ＞2.330 
*1 供試機体 Maxair 社 Drifter XP-R503L の諸元値 














































に換算すべきところを，MPH を km/h に換算したため 0.297 と
なっているが，1kt=1.852km/h，1lb=0.454kgf であるから，次































った距離 X は次式となる． 
bL
5






















図 2 垂直荷重に関する係数K1 
（耐空性審査要領第Ⅱ部（N 類）3-8 節の附録 B 第 2 図による） 
 
表 2 前部および後部衝撃を生じる着水の場合の荷重倍数 
C1 0.012 - 経験上の値 


















K1 1.39 - 図 2 参照 
X 1.34 m 
γx 1.010 - 
設計値より計算 
nw2 3.018 - 計算結果 
（b） 後部衝撃を生じる着水の場合 
K1 0.64 - 図 2 参照 
X 1.82 m 
γx 1.370 - 
設計値より計算 
nw3 1.091 - 計算結果 
 
表 3 主翼およびフロート取り付け部に適用する慣性荷重倍数 
CT０ 0.004 - 経験上の値 









W 392 kgf 設計離水重量 
nw4 1.153 - 計算結果 





3-8-3-3 および 3-8-3-4 では，着水時の水上荷重の合力を求
める場合，片側のフロートあたり 1/2 の荷重とし，さらに主翼の
揚力の 2/3 を差し引いた値を用いると規定しており，3-8-5-1





































































































WnwF 4T =×=⋅=  
 



























Ⅱ部（耐空類別普通 N 類の飛行機）の 3-8-7 項では 0.027 と
なっているが，1kt=1.852km/h，1lb=0.454kgf，1in=2.54cm































表 4 底部局部圧力の計算結果 
C2 0.00213 - 経験上の値 














































準圧力 P，反対側に 0.5P の圧力がかかるとして計算する．計



















図 5 圧力分布 P を算出する際の圧力分布 






表 5 フロート構造計算のための基準圧力 
C4 0.000936 - 0.078C1








































4.  構造強度 






















は，設計着水重量の 1/2 である 196kgf とし，フロート構造材の
強さは表 6 に示す値を基準とする． 
 





























kgfm411LFM 1f1 ==  
前脚支持点回りの曲げモーメントM1による圧縮を受け持つ
のは 24mm角の檜の縦通材 3 本と 3mm厚ラワン合板の外板
であり，外板の圧縮有効断面積は座屈補強された 3 本の縦通
材付近の厚さの 30 倍とみなした(4)．また，引張を受け持つの
は，24mm角の檜の縦通材 2 本，幅 12mm高さ 24mmの檜の













































P ==τ  
安全率を終極荷重倍数÷制限荷重倍数（=1.5）に余裕率
1.1 を乗じて 1.65 と見積ると，表 6 に示したフロート構造材の





表 6 フロート構造材の強さ 











*5 パーチ三枚合わせ合板，厚さ 3.125mm，芯板 1.524mm，
含水率 15%，比重 0.494 
*6 試験体長軸と表板の繊維方向は直交 



































図 5 前部衝撃着水時の計算モデル 
 

























































































































































































































































 図 7 後部衝撃着水時の計算モデル 
 





6.  あとがき 
著者らが設計製作した木製双フロートを装着した超軽量動
力飛行機の飛行安全を確保するため，耐空性審査要領第Ⅱ
























































 (2) 航空局検査課監修：耐空性審査要領，鳳文書林 













X for calculating 
 Load Factor nw
XCG
ZCG





Base Line FSTA 
J Ji
CG of Total 








Base Line WL 
Base Line FSTA 
CG of Total 
Base measuring Point 
写真 1 実際の機体 
 
 
